
　物価高騰で市民生活や中小企業の経営は厳しさを増し
ています。こうした状況のもとで提案された金沢市の
最終補正予算・新年度予算について、大型開発よりも
市民生活と地元中小企業を守る内容に転換すべきと求め
反対しました。主な理由は次のとおりです。

●都市再生緊急整備事業、旧日本銀行跡地取得・改修（約60億円）
　、金沢港整備など巨額の税金を投入する大型開発。
●子ども・子育て支援分の国民健康保険料上乗せやふれあい入浴券の利用料引き
　上げなど、新たな市民負担の増加。
●現場に混乱もたらすマイナ保険証の推進、こども誰でも通園制度。
●関係者の合意がないまま進められている中央卸売市場の再整備。
●赤字補填が続く工業用水道事業や、下水道の民営化につながるウォーターPPP
　導入。
●学校給食調理の民間委託などを含む職員削減を伴う定数条例改正や、金沢スタ
　ジアム指定管理のあり方。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２⽉議会の予算・議案について

６３件の議案のうち１９件に反対、陳情３件に賛成しました。

討論全⽂
２⽉議会

まとめ反対した主な理由
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※「/」議長は採決に加わりません。

 子どもの医療費窓口完全無料化が通院も含め18歳までに！
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金沢市議４期目　
あゆみ・わかば保育園・十一屋小（学童保育
は風の子くらぶ）・野田中・泉丘高校・埼玉
県立大学卒業
2012年まで城北病院勤務
（看護師・保健師）
2023年　防災士取得

現在は通院について15歳までとなっている子どもの医療費助成の18歳までの対象拡

大について「可能な限り早期に」と市長が答弁しました。（2026年２月議会）

学校給食の無償化について、４月から小学校で実施されます！

中学校給食の無償化についても「2027年度の実施を念頭に検討する」と市長が答弁

しました。（2026年２月議会）

 小 中 学 校 で 学 校 給 食 無 償 化 を ！

みよみよ通信

４月から新年度。
この１年もみなさまと
ともにがんばります！
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いよいよ実現が近づいています！

日本共産党金沢市議員団

市役所７階

TEL:076(220)2407

movieemovie@yahoo.co. jp

どなたでも
ご相談はお気軽に！
ご連絡は、お電話やメール、
どのSNSからでもＯＫです！



　新年度からどの保険料にも子ども・子育て
支援金が上乗せされ、金沢市の国民健康保険
の場合は加入者約７万人に総額約２億円、1
人平均年間約3000円の負担増（2026年度）
となり、３年かけてさらに増えていきます。
18歳未満は免除ですが、子育て世帯を含めす
べての世帯で保険料は増えます。
　私は「年収600万円の子育て世帯でも年間
約1万2000円の負担増となり、もともと重い
国保料がさらに増える」と指摘し、「保険料
は本来医療費のためのもので、子育て支援を
するなら国は別の財源を確保すべき」とし
て、国に制度中止を求めるよう求めました。
　市長は「少子化が危機的な中、社会全体で
子どもや子育て世帯を支えるため国が導入す
る制度」と説明し、制度廃止を国に求める考
えは示しませんでした。

保険料の引き上げは
おかしい！

屋根落下の原因と対策について
　2025年12月、金沢スタジアムのバックスタンド屋根材（約200㎏/枚）が落下する事故が発
生しました。供用開始から2年未満、総事業費約80億円の施設で起きた事故に対し、私は原因
究明と対策を求めました。
　市は1月末に「設計風速32ｍ／秒を上回る突風が屋根に吹き上げたことが原因」と説明しま
したが、その根拠は気象台の風速計の観測値ではなく、北陸自動車道の風速計の観測値でし
た。
　私は「建築基準に用いられてきた気象台の観測値ではなく、別目的の観測値だけで原因を断
定するのは問題。設計や施工も含め、客観的に再検証すべき」と指摘しました。
　市は「当時の気象状況や被害状況、設計・施工管理の状況などを総合的に勘案し、専門家の
意見を踏まえ、突風と局所的な風圧変動が原因と推定」と説明を修正しました。
2.8億円で復旧・補強へ
　市は約2億8千万円を計上し、復旧・補強工事を行う予定で、屋根材の接合部を強化し鋼材で
連結することで耐風圧強度を約2倍に引き上げるとしています。
　しかし私は「台風時の風速にも耐えられるのか疑問が残る」として、屋根付近に風速計を設
置し検証を続けるよう提案しましたが、市は応じず、３/１から工事中にも関わらず利用を再開
しています。

金沢スタジアム屋根落下の原因と対策について

材木分団の機械器具置き場について
　私は、材木消防分団の機械器具置き場整備に
ついて「2025年度当初に計上されていた市の
補助金4552万円が最終補正で全額減額され、
事業が振り出しに戻った」と指摘しました。
「資材高騰により工事費が約2倍となり、地元
と市の負担では対応できなくなったことが原因
であり、『金沢方式』による整備では限界があ
る」として、「市の事業として地元負担なしで
整備すべきだ」と求めました。また、住民説明
の場に市が同席するよう要請しました。
　市長は「整備が遅れることは残念だ」としつ
つ、「今後も地元と協議しながら整備が進むよ
うできる限り支援する。金沢方式は住民自治を
高める意義がある」と説明しましたが、「事業
主体のあり方については今後の研究課題とす
る」と答弁しました。
　消防局長は、「建設委員会などから相談があ
れば消防局として一緒に解決策を検討したい」
と述べました。これに対し私は、住民説明の場
に市が直接関わる必要性を改めて訴えました。

2月議会論戦
質問全文 取り上げたテーマ

除排雪について
金沢スタジアムについて
国民健康保険料ついて
金沢方式について

　金沢市では、市が管理する歩道の除雪割合

は27.8％にすぎません。私は、実施状況や今

後の拡充について質問しました。

　市は「歩道除雪は積雪が10cm以上でさらに

降雪が予想される場合に、委託業者の自主判

断で実施しており、今年1月下旬の大雪の際に

は68か所のうち66か所で除雪を行った」と答

えました。「今後は大雪時のバックアップ体

制の確立などにより、確実な歩道除雪に努め

る」としました。さらに除雪開始のタイミン

グを早めたり、歩道除雪路線を増やすことに

ついては、今回の雪のような現状では難しい

としつつ、「業者の確保や担い手の確保に引

き続き努める」と答弁しました。

歩道の除雪も拡充を除雪路線になる方法は？

　1月末の大雪では積雪64㎝、観測史上最大の6時間降雪量37㎝を記録しました。委託業者や職

員のみなさまには昼夜問わず除雪にあたっていただきました。一方で除雪中に9人の市民が負傷

し、その多くが高齢者でした。高齢化や空き家の増加により地域の除雪が命に関わる状況になっ

ています。市民の命とくらしを守るため除雪についてさらなる改善を求めました。

　私は、福井市は市道の85％が除雪路線である

ことを紹介し、「金沢市でも職員体制や制度を

拡充すれば拡大できるはずだ」と指摘。「市に

は道路管理者として法的に除雪を行う責任があ

り、市民の負担軽減のため除雪率の大幅な引き

上げに取り組むよう」市長の明確な姿勢を求め

ました。

　市長は「金沢市は昔からの街並みが残り、業

者やオペレーターにも限りがあるため、一気に

大幅拡大するのは難しい」と説明し、「GPSを

活用した除雪管理システム導入などにより作業

の効率化と体制強化を進めている」と答弁しま

した。

※2021年３月議会で私の質問に市は「狭い道路、

幅員4m以下で除雪車が入れない道路は市道2190㎞

のうち80㎞」と答えており、3.6％にすぎません。

除雪路線の拡充を！

　金沢市の除雪路線は市道の４割に限られま

す。私は、どうしたら除雪路線に選ばれるのか

質問しました。

　市は「除雪業者やオペレーターに限りがある

ため路線の大幅拡大は難しい」としたうえで、

「新たに指定する場合は町会からの要望を受

け、委託業者の確保や道路状況、既存路線との

調整などを総合的に検討し、10月下旬の除雪

対策会議で決定している」と説明しました。

　私は「市道の消融雪について不具合の声が寄

せられている」として、特に田井・田上線で水

の勢いが弱い状況の改善策を質問しました。

また「民間の消融雪についても老朽化などで機

能しないことがある」と指摘し、市道である以

上、市の責任ある対応を求めました。

　市は「田井・田上線は金浦用水を水源として

いるため水量不足やゴミ詰まりなどで不具合が

生じており、新年度に取水口の修繕工事を行う

予定だ」と答弁。市長は「民間消融雪について

は現在、施設の調査を終え分析を進めており、

設備の老朽化や管理者の高齢化などの課題を整

理したうえで、新年度も対策を講じていく」と

考えを示しました。

消融雪の改善を

市民の命とくらし守る除雪を！！


